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一般質問

は
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ

り
、
参
加
し
や
す
い
仕
組

み
は
必
要
と
認
識
し
て
い

る
。「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
制
度
」
と
い
う
全
市

で
統
一
的
な
制
度
を
導
入

す
る
か
ど
う
か
は
、
今
後

他
市
の
状
況
な
ど
も
参
考

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

用
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、

ハ
ー
ド
面
で
の
整
備
だ
け

で
な
く
、
多
様
な
イ
ベ
ン

ト
の
誘
致
、
情
報
の
発
信

等
、
ソ
フ
ト
面
で
の
整
備

に
つ
い
て
の
考
え
も
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
イ
ベ
ン

ト
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
、
緑

の
確
保
、
夜
間
照
明
の
工

夫
な
ど
の
提
案
が
出
た
。

こ
れ
ら
の
提
案
を
考
慮
し

「
戸
田
な
ら
で
は
の
空
間

づ
く
り
」
を
検
討
し
て
い

く
。
ソ
フ
ト
面
で
の
整
備

で
は
、
駅
前
広
場
に
イ
ベ

ン
ト
等
、
多
目
的
に
利
用

可
能
な
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

を
検
討
し
、「
利
用
目
的
の

範
囲
」、「
利
用
の
手
続
き
」

等
に
つ
い
て
も
、
併
せ
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

戸

田
駅
は
戸

田
市
の
中

心
に
位
置

す
る
。
に

ぎ
わ
い
あ
る
、
戸
田
な
ら

で
は
の
駅
前
広
場
を
。

都
市
整
備
部
長　
戸
田
駅

周
辺
は
、
都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
お
い
て
、「
賑
わ

い
と
活
力
の
あ
る
拠
点
地

域
」
と
「
東
西
方
向
の
都

市
軸
に
よ
る
賑
わ
い
空

間
」
の
形
成
を
基
本
方
針

と
し
て
い
る
。
現
在
、
西

口
駅
前
の
道
路
で
は
、
前

谷
馬
場
線
、
西
口

駅
前
通
り
線
の
整

備
を
実
施
し
た
。
今

後
は
、
電
線
地
中

化
整
備
後
に
、
警

察
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

と
の
協
議
な
ど
を

経
て
、
駅
前
広
場

の
本
整
備
を
実
施

す
る
予
定
。

議
員　

平
成
27
年

か
ら
計
４
回
開
催

さ
れ
た
戸
田
駅
の

西
口
周
辺
整
備
に

関
す
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
内
容
活

議
員　

健

康
維
持
と

介
護
予
防

の
観
点
か

ら
、
地
域

や
人
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
こ
と
、
生
き
生
き
と
し

た
地
域
社
会
づ
く
り
を
推

進
す
る
「
介
護
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
制
度
」
を
導
入

し
て
は
ど
う
か
。

福
祉
部
長　
本
市
で
導
入

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
制

度
を
導
入
す
る
課
題
の
検

証
、
具
体
的
な
仕
組
み
づ

く
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
意
向
調
査
な
ど
幅
広

い
調
整
が
必
要
に
な
る
と

考
え
る
。
今
後
、
他
市
町

村
の
事
業
内
容
や
本
市
で

の
活
動
実
態
も
勘
案
し
な

が
ら
、
戸
田
市
の
実
情
に

即
し
た
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
研
究
を
し
て
い
き

た
い
。

議
員　
地
域
全
体
で
支
え

て
い
く
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
へ
の
第
一
歩
と
な

る
「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
制
度
」
だ
と
考
え
る
。

住
民
が
互
い
に
助
け
合
う

「
お
互
い
さ
ま
」
の
地
域

づ
く
り
に
結
び
つ
く
、
新

た
な
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

　
福
祉
部
長　
地
域
の
住
民

の
つ
な
が
り
や
助
け
合
い

が
必
要
で
あ
る
。

①
焼
却
処
理
削
減

の
取
り
組
み
と
課

題
は
何
か
。
ご
み

発
生
を
抑
え
る
新

た
な
施
策
は
②
家

庭
で
簡
単
に
生
ご

み
を
処
理
で
き
る

「
ベ
ラ
ン
ダ
de
キ

エ
ー
ロ
」
を
導
入

し
て
は
。

環
境
経
済
部
長　

①
17
種
類
の
分
別

と
花
苗
交
換
事
業

を
実
施
し
、
ご
み

の
資
源
化
や
生
ご
み
の
減

量
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

継
続
的
な
取
り
組
み
が
重

要
で
あ
り
、
市
民
へ
の
意

識
啓
発
が
課
題
で
あ
る
。

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の
考

え
方
を
含
め
、
市
民
へ
の

情
報
発
信
や
、
意
識
啓
発

の
た
め
の
施
策
を
検
討
し

た
い
②
生
ご
み
処
理
機
と

し
て
有
効
な
手
だ
て
の
一

つ
と
考
え
る
。
導
入
状
況

を
調
査
し
、
研
究
し
て
い

く
。

議
員　

地

球
温
暖
化

防
止
・
持

続
可
能
な

循
環
型
社

会
へ
の
構
築
に
は
、「
焼

却
・
埋
め
立
て
の
ご
み
処

理
」
か
ら
の
脱
却
が
求
め

ら
れ
る
。
焼
却
処
理
さ
れ

る
ご
み
の
多
く
は
、
資
源

化
が
可
能
で
あ
る
。
ご
み

の
発
生
自
体
を
減
ら
す
こ

と
に
力
を
入
れ
る「
ゼ
ロ・

ウ
ェ
イ
ス
ト
」（
ご
み
ゼ

ロ
）
の
運
動
と
取
り
組
み

に
ぎ
わ
い
あ
る

戸
田
な
ら
で
は
の
駅
前
広
場
を

「
電
線
地
中
化
後
に
整
備
予
定
」

十
川 

拓
也 

議
員

戸田駅前 ごみの発生を減らす
　　ゼロ・ウェイスト運動を
「考え方を含め施策を検討したい」

手塚 静枝 議員

ご
み
ゼ
ロ

※

◀
戸
田
駅
西
口
周
辺
の
整
備
検
討
エ
リ
ア

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

　
　

  

　
　
　を
導
入
し
て
は

「
実
情
に
即
し
た
制
度
を
さ
ら
に
研
究
」

石
川 

清
明 

議
員

健康寿命延伸

▶
ベ
ラ
ン
ダ
de
キ
エ
ー
ロ

　

(

埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト

通
信
№
１
よ
り)
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①同じ話を無意識に繰り返す                 点 

②知っている人の名前が思い出せない             点 

③物のしまい場所を忘れる                  点 

④漢字を忘れる                                      点 

⑤いま、しようとしていることを忘れる                 点 

⑥器具の説明書を読むのを面倒がる                     点 

⑦理由もないのに気がふさぐ                           点 

⑧身だしなみに無関心である                           点 

⑨外出をおっくうがる                              点 

⑩物（財布など）見当たらないことを他人のせいにする    点 

 

評 価 
■ ０～ ８点・・・現在のところ心配なし 

■ ９～１３点・・・要注意 

■１４～２０点・・・認知症の始まり？医師に相談しましょう！ 

採点法	 

ほとんどない・・・０

点	 

ときどきある・・・１

合計   点 

認知症は早めに 

気づくことが大切です 

▲認知症チェックリスト
　( 戸田市版「認知症ケアパス」より )

議
員　
「
産
後
う
つ
」
が

深
刻
化
す
れ
ば
育
児
放
棄

や
虐
待
の
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
う
つ
予
防
や
早
期
発

見
の
健
診
費
用
を
助
成
す

る「
産
婦
健
康
診
査
事
業
」

が
国
の
新
年
度
予
算
案
に

計
上
さ
れ
て
い
る
。
健
診

事
業
の
創
設
を
求
め
る
。

福
祉
部
長　
う
つ
検
査
や

産
後
ケ
ア
事
業
の
実
施
が

必
須
の
補
助
要
件
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
事
業
の
創
設

は
、
直
ち
に
と
は
い
か
な

い
。
今
後
、
検
討
す
る
。

産
後
う
つ
予
防
「
産

婦
健
康
診
査
事
業
」

の
創
設
を

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
「
認
知
症
簡
易
チ
ェ

ッ
ク
」
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
導
入
し
て
は
。

Ａ
「
認
知
症
初
期
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」
の
ペ
ー

ジ
も
あ
る
。
し
ば
ら

く
は
、
こ
の
方
法
を

活
用
し
、
認
知
症
へ

の
理
解
を
広
め
て
い

き
た
い
。

Ｑ
駅
周
辺
の
治
水
状
況

と
冠
水
対
策
は
。

Ａ
豪
雨
時
に
一
部
で
冠

水
。
今
後
、
排
水
施

設
整
備
や
排
水
路
の

早
期
ご
み
除
去
等
で

対
応
す
る
。

【
不
採
択
】(

３
対
21)

▼
戸
田
東
小
・
東
中
一
貫

校
の
拙
速
な
決
定
を
し

な
い
こ
と
を
求
め
る
請

願

将
来
の
戸
田
市
の
教
育
の

た
め
に
大
変
重
要

今
議
会
の
文
教
・
建
設

委
員
会
で
報
告
が
あ
っ
た

戸
田
東
小
・
東
中
改
築
等

工
事
設
計
業
務
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
点
に
対
し
て
、

執
行
部
の
配
慮
が
感
じ
ら

れ
る
基
本
設
計
で
あ
り
、

実
施
設
計
に
つ
い
て
も
、

今
後
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

地
域
の
方
々
に
説
明
し
、

意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め

て
い
く
と
の
答
弁
も
あ
っ

た
。
今
回
の
東
小
・
東
中

の
改
築
は
、
学
校
施
設
の

老
朽
化
と
急
激
な
児
童
生

徒
増
に
よ
る
教
室
不
足
と

い
う
こ
と
か
ら
緊
急
に
対

策
を
講
じ
た
も
の
で
あ
り
、

今
後
数
十
年
に
わ
た
っ
て

行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
市
内

小
中
学
校
の
建
て
替
え
計

画
を
考
え
る
上
で
も
、
今

の
時
期
に
実
施
し
て
い
く

こ
と
は
、
将
来
の
戸
田
市

の
教
育
の
た
め
に
大
変
重

要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
、

不
採
択
を
お
願
い
す
る
。

市
民
の
率
直
な
意
見
に
耳

を
傾
け
て

設
計
予
算
が
計
上
さ
れ

た
昨
年
６
月
議
会
の
委
員

会
記
録
で
は
、
委
員
は
共

通
し
て
、
何
の
説
明
も
な

い
ま
ま
補
正
予
算
で
唐
突

に
出
さ
れ
て
き
た
こ
と
、

情
報
発
信
と
い
う
部
分
で

問
題
が
あ
る
こ
と
な
ど
、

多
く
の
疑
義
が
出
さ
れ
て

い
た
。
請
願
者
は
、
こ
う

し
た
議
会
の
審
査
状
況
を

確
認
し
た
上
で
、
今
回
の

施
設
一
体
型
の
一
貫
校
建

て
替
え
に
お
け
る
決
定
過

程
が
、
議
会
に
対
し
て
も

市
民
に
対
し
て
も
不
備
で

あ
っ
た
こ
と
、
予
算
が
可

決
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

こ
の
ま
ま
計
画
が
進
め
ら

れ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て

こ
の
請
願
を
提
出
さ
れ
た
。

市
は
、
こ
う
し
た
市
民
の

率
直
な
意
見
に
耳
を
傾
け
、

拙
速
な
決
定
を
行
わ
な
い

よ
う
求
め
て
賛
成
討
論
と

す
る
。

花
井 

伸
子
議
員

山
崎 

雅
俊
議
員

賛成討論

意
見
書(

議
員
提
出
議
案)

を
政
府
に
提
出

◇
埼
京
線
「
北
戸
田
駅
・

戸
田
駅
・
戸
田
公
園
駅
」

に
早
期
に
ホ
ー
ム
ド
ア
を

設
置
し
安
全
対
策
を
求
め

る
意
見
書

駅
ホ
ー
ム
か
ら
の
転
落

防
止
策
と
し
て
、
電
車
の

到
着
時
に
の
み
開
く
ホ
ー

ム
ド
ア
が
あ
れ
ば
、
全
て

の
利
用
者
の
転
落
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
。
特
定
の

駅
や
路
線
に
限
定
せ
ず
に
、

誰
も
が
安
心
し
て
公
共
交

通
機
関
を
利
用
で
き
る
よ

う
、
戸
田
市
内
３
駅
に
お

い
て
も
、
早
期
に
ホ
ー
ム

ド
ア
を
設
置
し
安
全
対
策

を
推
進
す
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

反対討論

【
請
願
の
結
果
】

■キエーロの特長■ 

「庭でもベランダでも出来る」 
「バクテリアの力で分解」 
「ランニングコスト ゼロ」 
電気代ゼロ、特別な菌等不要 
「虫や臭いが気にならない」 
土の中に埋めるのがポイント 

「投入物の制限がほとんど無い」 
てんぷら油の廃油もOK 

※ ゼロ・ウェイスト……ごみの発生自体を減らすという考え方。


